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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	クラブ　B&G別府海洋クラブ　中学２年　　氏名　高山　大智　　    

	大 会 名
	２０１１　IODA　WORLD　CHAMPIONSHIP

	開 催 地
	ニュージーランド　ネイピア

	大 会 期 間
	２０１１年１２月３０日～２０１２年1月１０日

	セールNo
	JPN３０３２
	最 終 順 位
	３５位


	気温、水温

ウエアについて


	気温は半そでに上着を一枚で陸上はいける。　

ウエアは水着＋トラウザー、パド



	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	常に沖から大きなうねりがたっていて波と波との幅が狭い。

風は強弱があまり無いためブローラインが見えにくい

潮の流れが速い。（速いときは三ｍ吹いても流れに向かって走れない）


	　セッティングで

注意したこと
	波があったためラフを緩めにした　
シートトリムがしやすいようにレイキを下げた

微風でのシートトリムがしやすいように細いシートを使った。



	　セーリングで

　注意したこと


	波があったのでスピードを重視した
スタートはフリーウォーターのところから出た

強風のときは角度を重視してシートを引き込んだ。　

一回のタックを大事にした。

	　海上で練習した

こと
	スピード練習、タック練習。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	いつもどうりのすべりで違和感を感じなかった。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	スタートはフリーウォーターの場所をねらった。
何回か有利なつまっている場所をねらったが、すぐに落されてしまい失敗した。

フリーウォーターの場所のほうが綺麗にスタートできてコースの選択肢が増え、レースの展開がわかった気がした。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	自分がちょっとでも順位をあげたら負けていた集団をかぶせて様子を見ながら

慎重にコースをひいた。

自分と反対のコースの集団が伸び始めたらぎりぎりまで寄せて合わせてタックした。

自分の思ったほうに突っ込んだ。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	スタートとスピード。
特にSINの選手のスピードが速く、トリムが上手くて、波にまったく叩かれていない。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	ハイクアウトの体力のみ。
ハイクアウトは国外の選手よりできた気がする。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタートとランニング。
ランニングはサーフィングの長さ。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	SIN５５の人でクローズの上り角度が印象的。
NED３０４３、アビームとランニングのサーフィングの長さとスピードが圧倒的。

	　今後の課題と

　目標は？
	課題はスタートをよくする。
目標は岡田けいじゅ選手の記録更新！

	　ＪＯＤＡへの要望
	チームレースの強化です。


	　

その他


	応援してくださった皆様本当にありがとうございました。
JODAさん本当にありがとうございます。

これからも頑張っていきたいとおもいます。




ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

